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2. 使用動物：イヌの 2壁性骨欠損モデルを用いて，CB-bFGF/CP の有効性を検討した。ラットの水
平性骨欠損モデルを用いて，CB-bFGF の組織内滞留性と生物学的活性を検討した。 
3. イヌの 2 壁性骨欠損の作製：第二前臼歯遠心と第一後臼歯近心に 2 壁性骨欠損を作製し，CB-
bFGF/CP（比 1.45 nmol/12.5 mg）を填入した。対照群として，bFGF/CP とリン酸緩衝生理食塩水
（PBS）/CP を用いた。術後 4週において，下顎骨を摘出した。 
4. ラット水平性骨欠損の作製：Nakamura らの方法（J. periodontol. 2019）に従って水平性骨欠損を
作製した。各実験で設定した時間経過後，上顎骨を摘出した。 
5. 組織切片の作製：前述の方法で得たイヌの下顎骨または，ラットの上顎骨を固定および脱灰後，
パラフィン包埋した。ブロックを連続的に厚さ 4 µmで薄切し，組織切片を得た。 
6. 新生骨体積の定量：イヌの下顎骨を単純 CT で撮像し，三次元構築して新生骨量を定量した。  
7. イヌ歯周組織の組織学的形態計測：イヌ歯周組織の組織切片を Azan染色後に，新生骨面積と新
生セメント質の長さを計測した。 
8. CB-bFGF のコラーゲンパウダーからの徐放量と滞留量の定量：CB-bFGF/CP または bFGF/CP
（比 0.1 nmol/5 mg）を 1 mL の PBS 中に浸漬し，経時的に上清を回収した。上清中の
CB-bFGF/CP または bFGF/CP 量を ELISA 法で定量した。実験開始から 168 時間後に，
CP 中に残存している CB-bFGF または bFGF を Western blotting で検出した。 
 9. ラット歯周組織の免疫組織化学染色：ラット歯周組織の組織切片を抗ヒト bFGF 抗体，抗ラッ
ト Ki67抗体，そして抗ラット PDGFR抗体を用いて免疫組織化学染色を行った。 
10. フローサイトメトリー法による MSC 数と FGFR1 陽性細胞の定量：第一大臼歯口蓋側歯肉を
摘出し，得られた細胞中の間葉系幹細胞（MSC）細胞数と FGFR1 陽性細胞数をフローサイト
メトリー法で定量した。 
11. 統計解析：2 群間以上の差の検定には，one-way analysis of variance（one-way ANOVA）を用い
た。多重比較検定には，Tukey/Kramer testを用いた。2 群間の差の検定には，Student’s t-test を







2. CB-bFGFのコラーゲンパウダーからの徐放性と滞留性（ in vitro）：bFGFと比較し
てCB-bFGFの方がより緩徐に徐放された。さらに，168時間後のCP中に，CB-bFGF
は明瞭に検出されたが， bFGFはかすかに検出したのみであった。 
3. CB-bFGFの滞留性（ in vivo）：bFGFとCB-bFGFはいずれも組織中で確認された。bF
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